



















































































































































































































































































































































































































































































られる木版色刷 箋紙に書かれている。これらについて 、児島虎次郎研究のなかでは以前から知られており、松岡智子氏 よっ その調査を踏まえた著書がまとめられ、うち三通 全文が紹介されてい
る
11。しかし
藤島武二研究の中ではこれまで触れられて お ず、筆者自身も藤島と児島虎次郎が頻繁にやりとりをする師弟関係にあったことについて柳沢秀行氏からご教示をいただくまで気付かなかった。その め今回は藤島研究の視点 これらの手紙を読み説きたい。既に翻刻された三通を省くことも考えたが、前後のつ が によって年代を特定するなど 説明の便宜から、本稿でも掲載することとした。一部封筒と中味が入れ違っているもの、消印が不明で年代を推定する かないものも含まれるが可能な範囲で年代順に並べることを試みた。また児島 妻 友︵子︶氏宛の書簡も三通あり、今後紹介してゆきた 。本稿では紙面の関係もあり、そ うち児島虎次郎宛 十五通を し、残りは 別稿に譲りたい
11。さて一連の書簡からは、藤島がフランスから﹁マヌキャン﹂を取り寄
せようとして児島に仲介の労を取って らっ り アマン・ジャンへの紹介状を頼んだ 大小様々なことで児島を頼り、児島がそれらに忠実に答えてくれて た様子を知ることが きる。さらには藤 の健康を気

































術館︶の開催に際し実務 担当したことが 直接の引き金であったかもしれない。しかし藤島が児島 東京 仕事に関わらせてい ことが結果的に彼の負担を大きくしたことも否定できない。
児島の在学中、一九〇三年の六回白馬会展に藤島武二は︽諧音︾を出











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を固めており、藤島にも﹁相談﹂ではなく断る意志を伝えたのではいだろうか。この書簡では、なぜ早く引き受け 返事 しない かと藤島が苛立ちを隠せないまま叱責とも取れるほどの言葉を連ねてる。藤島にとってはこうした名誉を断る いうことは到底理解しがたいことであり、児島の心情には考えが及ばなかったのであろう。児島は︽
対
露
宣
戦
布
告
御
前
会
議
︾
の
制
作
を
引
き
受
け
て
制
作
に
励
ん
だ
が、
﹁
大
原
孫
三
郎
氏
所
蔵
　
泰
西
名
画
展
﹂︵
一
九
二
七
年
四
月、
恩
賜
京
都
博
物
館
︶、﹁
泰
西
美
術
展
覧
会
﹂︵
一
九
二
八
年
二
月、
東
京
府
美
術
館
︶
の
展
示
に
関わる実務も重なり多忙を極め、過労から完成前に亡くなった。壁画は親しい友人であった吉田苞が完成した。
　︵
註
１︶
　
柳
沢
秀
行
作
品
解
説、
﹃
生
誕
111年
児
島
虎
次
郎
展
﹄
図
録、
一
四
八
︱一四九頁。
　︵註２︶
　
同右。
　︵註３︶
　
松岡智子﹃児島虎次郎研究﹄二二二頁。
－　－11
十、一九二五（大正十四）年三月二八日付書簡拝啓
 過日ハ参上
 種々御心盡の御歡待
を蒙り毎度御芳情之段奉深謝候小生時間の都合にて廿五日午后尾道發急行にて無事帰京致候間御休慮被下度願上候
　
先ハ御禮旁右御
報知まで
　
匆々
　
敬具
　
三月廿八日
虎次郎兄友子樣
　　　　　
武二
　
吉田君に宜敷御鳳聲
　
願申上候
︵封筒表︶消印
　
大正十四年三月二八日
岡山縣都窪郡倉敷町外酒津　
児島虎次郎樣
　　
台啓
︵封筒裏︶　
東京市本郷曙町
〆
　　
藤島武二
　
三月廿八日
◇
 　
児島の元を訪ねて二五日尾道発急行で帰京したことを伝える礼状。
憶測になるが、藤島の訪問が児島の聖徳記念絵画館壁画揮毫の最終判断に関わるものであった可能性もある ではないだろうか。
十一、一九二一（大正十）八月十二日付書簡︵封筒表︶消印
　
大正十四年七月二〇日
岡山縣
　
倉敷町酒津
　
兒島虎次郎樣
　　 　
惠展
︵封筒裏︶　　
東京市本郷
　　
駒込曙町十五
〆
　　　
藤島武二
　　
七月廿日
◇
 　
筆者が調査した時点では、封筒と便箋との日付とが合っていなかっ
たので、今回の翻刻では別々に番号をふった。封筒の中に入っていた書面は、内容から判断して︵二︶とし、封筒は日付から判断して︵十一︶とした。封筒の日付に相当する手紙文は不明。封筒の日付に相当する手紙文は不明。封筒 写真は便宜上︵二︶に掲載した。
－　－11
十二、大正十五年九月十二日付書簡︵手紙の冒頭は、紙継ぎの糊がはがれたらしく失われている。
︶
扨て先般御地特産の白桃澤山御惠送を辱ふしいつも御芳志之段難有候深く奉感謝候
　
早速御禮状
可呈上處老來日中の製作に疲労を感じ夜は酷暑と蚊軍 恐れて早く就寝
　
心に掛りな
がら
終
遂延引に
打過候始末不免御諒察御仁免之程伏して祈上候
甚だ遲まきながら茲に改めて厚く御禮申上候　　
匆々
　
敬具
　
九月十二日
　　
藤島武二
児島虎次郎兄　　　
台鑑
尚御令閨に宜敷御鳳声祈上候來月頃は例によつて多分御出京之事と察上候
　
此度は是
非茅屋に御投宿被下度待上候
︵封筒表︶消印
　
大正十五年九月十二日
岡山縣倉敷町外酒津　
兒嶋虎次郎樣
　　
台啓
︵封筒裏︶　　
東京市本郷曙町
－　－12
　
〆
　　
藤島武二
　
九月十二日
◇
 　
この年藤島は燕巣会の発足に参加し、六月には︽牡丹︵其ノ一︶
︾、
︽牡丹︵其ノ二︶
︾を出品した。それに先立つ五月の第一回聖徳太子奉
賛会展覧会には︽芳蕙︾を出品し、充実した制作を続けていたとみられる。書面では夏の疲れを吐露しつつ贈ってもらった白桃の礼を述べている。
十三、大正十五年九月十三日付書簡拝啓愈御省穆賀上候此秋南清御旅行の御計図結構の事ニ存上候
　
当帝
展御出品 件
　
昨年推薦
致候
　
主意にも協ひ是また至
極結構の事と存上候不取敢右拝答まで匆々乕次郎兄
　
九月十三日
　　
武二
︵封筒表︶封筒上部を破っているため消印不明︵備︶中倉敷酒津　　
児島乕次郎様
　　
貴酬
︵封筒裏︶　
 東京駒込曙町
　　
 藤島武二
　
 九月十三日
◇
 　
児
島
は
一
九
二
六
年
の
第
七
回
帝
展
に、
︽
瑞
典
の
乙
女
︾、︽
白
衣
の
少
女
︾
を初めて出品し、十一月から中国旅行に出かけて上海、蘇州に約二个月滞在しているため この年の書簡と考えてよいだろう。藤島の再三の働きかけによって児島が次第に﹁中央画壇﹂に関わりを持つことになり、藤島が満足している様子が伝わる。笹に止まる鳥を描いた木版朱刷りの便箋を使用。
﹁子良﹂の落款印章。
－　－11
十四、大正十五年九月十八日付書簡拝啓過日御手紙を頂き候處貴家益々 清穆奉慶賀候扨て此度はまた錦地特産の二十世紀御惠送を辱ふし本日慥に拝受
　
度々
の御芳志却つて恐縮之至深く奉感謝候
　
例によつて特に
おいしく賞味致候尚先般御依頼申上置候マヌキヤン及
□
トワルは
早速御注文被下既に先方を發送致候趣
　
毎度御手数を
煩ハし候段是亦幾重ニも奉深謝候此度は近日慥に入手之事と折角楽み居候
　
マヌキヤンの方は男
女体孰れにても差
支無し
　
尚恐入候得共
以上二品之價格及荷造費運賃等御洩らし被下度願上候本年は貴作を帝展に御出品被下候趣開会之上は定て光彩を添へ候事と深く期待致居小生は中途にてモデル病氣に罹り他のモデルは既に殆んど豫約済みにて代りも難得閉口致候先ハ不取敢御禮まで
　
匆々
　
敬具
九月十八日　　　
藤島武二
児島雅兄　　
台鑑
乍末筆御令閨に宜敷御鳳声願上候
－　－11
︵封筒表︶消印
　
大正十五年九月十八日
岡山縣
　
倉敷町外
　
酒津
　
児島虎次郎様
　　
台啓
︵封筒裏︶　　
東京市本郷曙町
〆
　　　
藤島武二
　　
九月十八日
◇
 　
一九二三年三月に児島がフランスから帰国する間近に藤島から頼ま
れてマヌキャンを注文したが、結局届かなかった。この手紙からは、児島からトワル︵画布︶とともに改めて注文しなおして、漸く発送された様子である。藤島は児島に帝展 出品することを薦め きたが、い
よ
い
よ
作
品
が
届
く
こ
と
を
期
待
し、
満
足
し
て
い
る
様
子
で
あ
る。
こ
の
後、十月七日に上京した児島は帝展出品予定の作品を持参して藤島の批
評
を
乞
い、
修
正
し
て
翌
日
ま
た
絵
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る︵
註
１︶
。
藤
島
自身は、ここでモデルが病気で制作が続けられないと述べているように、この年の帝展には出品し いない。
　︵註１︶
　
兒島直平著﹃兒島虎次郎略伝﹄二〇二頁。
－　－11
十五、大正十五年（推定）十二月二三日付書簡　
現下
聖上陛下ノ御異例御同様国民ノ　
等シク憂慮恐懼ニ不堪處一日モ
　
早□□︵紙欠損︶御平癒御回春アラセラレンヿ單ラ
　
奉祈願處ニ御坐候
　
拝啓
　
寒氣既に厳敷候處
　
高堂ハ益々御清祥奉賀候
　
当方一同無事消光乍憚 休
　
神被下度候
　
扨て先般御依頼致候マヌキヤン及トワル
　
の件は如何相成候や未だ到着
　
不致候
　
申伺上候
　
御機嫌伺旁
　
右御一報煩度
　
以上匆々敬具
　　
十二月廿二日
　
藤島武二
児島虎次郎様　　　　　
台鑑
︵封筒表︶消印
　
年不明、十二月二三日
岡山県
　
倉敷町外酒津
児島虎次郎様　　
台啓
︵封筒裏︶　
東京市本郷曙町十五
　　　　　
藤島武二
　
十二月二十二日
　◇
 　
消印不明ながら、天皇の病状が重い様子から大正十五年と考えてよ
い
だ
ろ
う。
マ
ヌ
キ
ャ
ン
と
ト
ワ
ル︵
画
布
︶
が
発
送
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が、まだ届かないといので児島に問い合わせを依頼している。児島にとっても悩ましいことであっただろう。結局届いたのは一九二七年三月だったことが藤島書簡︵十七︶
︵﹃実践女子大学文学部紀要﹄第五九
集に掲載︶から判明する。
